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Abstract 

 In this study, we conducted a questionnaire survey and an interview survey of 17 nurses in order to clarify 

the work improvement effect and burden of caregivers who use the silhouette watching sensor, which is a 

nursing robot. As a result, it has become possible to visit the room efficiently by visualizing the medical 

treatment situation. And It was suggested that there was a work improvement effect such as being able to 

provide relationships with non-restrained patients, and that the burden of nursing care for nurses was reduced 

by converting to effective fall prevention measures. 
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Ⅰ 緒言  

超高齢社会における人口の高齢化に伴い、要介護認

定をされる高齢者数も増加の一途をたどっており、そ

の原因疾患のなかで「骨折・転倒」は全体の 11.8％を

占めているとの報告がある 1）。しかし、高齢者の転倒

は、個々に独立した要因を保持しているのでなく、複合

的な転倒要因を重複して有していることがほとんど 2）

である。そのため、医療現場においては入院患者の安全

確保をするために、看護師は多角的な方法で転倒予防

対策を実践している 3）が、転倒や転落事故は患者の主

体的な行動に伴って発生する場合もあり、事前の予測

が困難な場合がある。 

一方で少子高齢化の進展に伴い要介護者の増加、介

護従事者の不足により、介護者側の人材確保に関して

課題となっている現状がある。そのような社会背景か

ら、ひとつのソリューションとして注目を集めている

のが「介護ロボット」である。厚生労働省は介護ロボッ

トによる生活の質の維持・向上、介護者の負担軽減を目

指しており、介護ロボット技術を活用した高齢者の自

立支援・介護従事者の負担軽減が期待されている。 

名古屋市総合リハビリテーションセンター附属病院

（以下、当院とする）では介護ロボット（シルエット見
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守りセンサ）を導入した。当該機器は、無線（有線）LAN

環境を構築し、利用者の部屋にセンサーを設置するこ

とであらかじめ設定した見守りエリア内での利用者の

動きに応じて、はみ出し・起き上がり・離床等を検知・

通知する。検知された情報はスマートフォン、タブレッ

ト等の見守りモニタ用端末で受信する機能を持つ。 

これまでシルエット見守りセンサをはじめとした 3

次元距離画像センサーは、開発されて間もないという

こともあり、試験段階での評価報告 4）はされているが、

臨床導入後の効果や、操作する看護師側の業務改善効

果や負担感等の報告は見当たらない。このような介護

ロボットの導入を推進するためには、施設全体の介護

業務の中で効果的な活用方法を構築する視点や操作者

側の負担感やニーズの把握など、介護者(見守る側）の

利益･不利益の検証を行う必要がある 5）。そこで、本研

究の目的は、介護ロボット（シルエット見守りセンサ）

の導入による介護者（看護師）の業務改善効果や負担感

等について明らかにすることである。 

 

Ⅱ 研究方法 

 書面アンケート調査及びインタビュー調査を行った。 

1．書面アンケート調査 

1）対象者及び調査期間 

当院において、シルエット見守りセンサを使用した

夜勤従事者で当該勤務時間において機器を使用した看

護師。 

2）対象人数 

1 回目：14 名(導入 3 ヶ月後の 2017 年 2 月) 

2 回目：17 名(導入 1 年半後の 2018 年 8 月) 

3） 調査方法 

シルエット見守りセンサ導入に伴う看護業務の改善

効果や負担感等について無記名式質問紙を用いたアン

ケート調査を実施した。 

4）質問紙の内容構成 

(1) 年齢、性別、経験年数、勤務形態、タブレット・ス

マートフォンの使用経験 

(2) シルエット見守りセンサについて 

 a）特徴を理解しているか 

b）操作方法を理解しているか 

(3) 操作性（使いやすさ）に満足しているか 

(4) 使用状況と対象者や業務への影響について 

a）誤報・失報 

b）訪室回数 

c）転倒・転落予防ができたか 

d）介護負担感 

e）業務の改善が認められたか 

（業務時間の短縮、対応職員数の削減、ケアの質の向

上など） 

(5) 継続して使っていきたいか 

 なお、(2)～(5)の質問のうち、センサーの機能に対

する理解、操作性、使用状況と対象者や業務への影響に

ついては 0 点～10 点の計 11 段階のスケールでの評価

を依頼した。 

5）分析方法 

書面アンケート結果は、正規性の検定により「特徴の

理解」「操作方法の理解」「操作性の満足」「転倒・転落

予防」「介護負担軽減感」「業務の改善」「継続使用希望」

は Mann-Whitney の U 検定を行い、「誤報・失報の少

なさ」「訪室回数の軽減感」は独立サンプルの t 検定を

行った。 

解析には統計解析(SPSS Statistics Ver.25.0 for 

Windows）を使用し、有意水準は 5％とした。 

 

2．インタビュー調査 

1）対象者及び調査期間 

シルエット見守りセンサを使用した夜勤従事者で当

該勤務時間において機器を使用し、かつ 2018 年 8 月

に実施したアンケート調査の後にインタビューの協力

が得られた看護師 17 名に実施した。 

2） 調査方法 

2 回目の書面アンケート調査後に、2～3 名を 1 グル

ープとして 15 分程度のインタビューを行った。インタ

ビューではシルエット見守りセンサに対する思いやそ

れにまつわるエピソードなどを自由に語ってもらった。

なお、インタビュー内容は対象者の了承を得て IC レコ

ーダーに録音し、その後に遂語録を作成した。 

3)分析方法 

 インタビュー調査で得られた内容の分析は、大谷 6）

による SCAT 法（Steps for Coding and Theorization）

を用いて、質的分析を行った。分析の際は SCAT 法で

の質的研究経験のある研究者にスーパーバイズを受け、

計 3 名実施することにより研究方法やカテゴリー化の

妥当性を担保した。 

 

Ⅲ 倫理的配慮 

本研究は、名古屋市総合リハビリテーション事業団

附属病院 倫理審査委員会による承認を得て実施した。

（課題番号：2018007） 

 

Ⅳ 結果 

1．書面アンケート調査 

1)調査対象者の属性 

導入 3 ヶ月後では 14 名の回答が得られ、導入 1 年半

後では 17 名の回答が得られた（回答率 100％）。年齢

は 20～50 代であり、その男女比率は男性 1：女性 5 と

なっていた。看護師経験年数は 2 年～35 年と広範囲に
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分布していた。タブレット・スマートフォンの使用経験

に関しては、1 件のみ『経験なし』の返答があり、他 30

件の返答は全て『経験あり』となっていた。 

(2) 機器の理解、介護負担感、業務改善効果 

導入 3 ヶ月後は、誤報・失報を除き、他の項目の平

均点は 7～8 点(10 点満点)で、転倒予防効果や介護負

担感が軽減し業務改善効果が高いと評価されていた

(表 1)。1 年半後には、そのうち 2 項目 [操作性の満

足][訪室回数の軽減感]が有意に低下していた。その他

の項目は、導入 1 年半後では導入 3 ヶ月後と比較し、

いずれも数値が下回っていたが有意差は見られず、誤

報・失報を除いたいずれの項目においても 6 点以上(10

点満点)と高い評価を得ていた。 

 

2．インタビュー調査 

1）構成概念およびストーリーライン 

インタビュー調査で得られた機器に対する思いに関

する発言内容を言語記録化し、SCAT 法により生成さ

れた各インタビュー調査のコーディングと、そのテー

マ・構成概念を紡いだストーリーラインを作成した。4

ステップのコーディングとテーマ・構成概念を記した

分析シートを以下（表 2-1、2-2、2-3）に示す。 

2）テーマ・構成概念のカテゴリー化 

テーマ・構成概念を類似性に基づきサブカテゴリー

を抽出した。更に、サブカテゴリーを類似性に基づき分

類し統合して抽象度を上げ、カテゴリー化した。 

その結果、63 のテクストから 15 のサブカテゴリー

が抽出された。そして、最終的に[抑制からの解放][職

業倫理的ジレンマ][機器管理から発生する負担感][業

務改善への複雑的影響][使用対象者の選定状況][発展

的展望]の 6 カテゴリーが抽出（表 3）された。 

 

Ⅴ．考察 

アンケート調査を通して、導入 3 ヶ月後と 1 年半経

過後では看護師の機器に対する思いや捉え方に対し、

違いがあることが明らかとなった。まず、シルエット見

守りセンサ導入に伴う看護業務の改善効果や負担感等

に対するアンケート調査では、導入 3 ヶ月後には誤報・

失報を除いた、いずれの項目においても効果が高いと

評価していた。今回新たに導入したシルエット見守り

センサで患者の見守りを代替することによって、看護

師の労働環境に関する職場実態調査 7）で報告されてい

るような、高齢者や認知症患者などに対して安全確保

が必要だが人手が足りないと感じていることや、病棟

が忙しすぎて疲れも取れていない日々が続いていると

いう労働環境の現状や課題に対しての解決への糸口と

なっていくであろう。患者の安全確保をするためのケ

アには、時間や精神的負担がかかり、業務量に見合った

要員数も必要であるが、ロボット技術での見守り業務

へ転換していくことにより、人員の補完役割を成して

業務負担軽減につながっていることが推察される。 

また、既存センサーとの比較においても、インタビュ

ー調査から明らかにされているように、既存センサー

のみの使用時には、患者は既存センサーに対して回避

行動をとってしまうといった通常の生活とは異なる行

動をとることが見受けられていた。小倉ら 4）は、3 次

元距離画像を用いた離床センサーの開発報告において、

見守りセンサーは患者自身でセンサーを外したり解除

したり、さらには患者が意図して離床センサーを避け

たりすることができないと述べている。これらの点は

大きな利点であると報告をしている。シルエット見守

りセンサ使用下では患者がセンサーを回避しようとす

るすり抜け行為や、回避行動によって不安定な行動を

誘発することに伴う転倒や転落につながる恐れがなく

なり、「患者の行動-センサー機能」関係観が改善され、

転倒予防効果や介護負担の軽減を感じることに繋がっ

ていることが推察される。 

転倒予防ツールの選択においては、既存センサーの

みの状況では限定された離床センサーをはじめとした

転倒予防ツールの中から充分に効果的であると感じな

い予防方法に対して苦悩しながらもやむなく選択せざ

るを得ないことに看護師がストレスを感じていた状況

や、同一患者に複数の既存センサーを設置して感知率

を上げている状況に対し、患者を「がんじがらめ」に抑

制してしまっていると苦悩を感じながらも、安全対策

として対応せざるをえない状況があった。小倉ら 4）は、

3 次元距離画像を用いた離床センサーの開発報告にお

いて、既存のセンサーでは装着位置やセンサーマット

を敷く位置の違いなど設定の違いにより検知に差が生

じ、設定の仕方により検出の閾値が変化するため患者 

M±SD

導入3ヶ月後 導入1年半後

（ｎ＝14） （ｎ＝17）

特徴の理解
a) 8.3±1.5 7.2±2.1 0.151

操作方法の理解
a) 7.2±2.5 6.1±2.5 0.236

操作性の満足
a) 7.3±2.1 5.5±2.3 0.030*

誤報・失報の少なさｂ） 4.8±2.7 4.4±2.7 0.660

訪室回数の軽減感ｂ） 8.0±1.8 6.1±2.9 0.040*

転倒・転落予防
a) 8.8±1.6 7.7±1.6 0.051

介護負担軽減感
a) 7.9±2.1 6.6±1.9 0.124

業務の改善
a) 7.2±2.1 6.5±2.0 0.436

継続使用希望a) 8.9±1.6 8.5±1.4 0.266

*p＜0.05a)：Mann-Whitney検定　b)：独立サンプルのt検定

表１ シルエット見守りセンサ使用による導入後と１年半経過後の比較

項目 P値
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に
ケ

ア
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

．
タ

イ
ミ

ン
グ

を
計

っ
て

ケ
ア

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
．

行
動

の
予

測
．

ア
セ

ス
メ

ン
ト

．
効

果
的

な
ケ

ア
．

患
者

へ
負

担
を

か
け

な
い

．
生

活
ペ

ー
ス

に
合

わ
せ

た
．

明
確

な
ア

セ
ス

メ
ン

ト
要

因
．

生
活

ス
タ

イ
ル

保
持

し
た

関
わ

り
．

患
者

の
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

を
優

先
し

た
関

わ
り

．

予
測

で
き

る
行

動
．

　
タ

イ
ミ

ン
グ

を
計

っ
た

ケ
ア

．
多

様
化

さ
れ

た
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

．
　

適
正

な
介

護
介

入
．

7
柵

と
柵

の
間

を
空

け
て

お
い

て
.　

タ
ッ

チ
セ

ン
サ

ー
を

橋
渡

し
.

へ
ん

て
こ

な
カ

バ
ー

を
か

け
て

.
転

倒
予

防
対

策
．

　
ア

レ
ン

ジ
．

違
和

感
．

療
養

環
境

に
馴

染
ん

で
い

な
い

．
目

立
つ

．
看

護
師

の
転

倒
予

防
対

策
に

対
す

る
苦

悩
（
影

響
）
．

　
限

定
さ

れ
た

転
倒

予
防

ツ
ー

ル
か

ら
の

苦
悩

的
選

択
（
原

因
）
．

ア
レ

ン
ジ

を
必

要
と

す
る

転
倒

予
防

対
策

．
転

倒
予

防
ツ

ー
ル

か
ら

の
苦

悩
的

選
択

．

8
機

器
を

重
ね

合
わ

せ
て

い
た

．
こ

れ
一

台
で

済
む

．
既

存
セ

ン
サ

．
有

効
活

用
．

包
括

的
な

使
用

．
重

複
併

用
さ

れ
た

機
器

．
　

統
合

．
効

果
的

な
使

用
方

法
．

機
器

選
択

の
簡

易
化

．
転

倒
予

防
ツ

ー
ル

の
重

複
使

用
．

重
複

使
用

　
-
 単

独
使

用
へ

の
移

行
.

9
行

動
が

見
え

る
．

　
危

険
だ

な
と

思
っ

た
と

き
は

す
ぐ

に
む

か
え

る
．

危
険

が
無

い
と

判
断

で
き

る
．

　
有

効
に

感
じ

る
．

可
視

化
．

視
覚

的
認

知
．

　
迅

速
な

対
応

．
明

確
な

判
断

．
　

有
効

．
　

早
期

対
応

．
視

覚
的

情
報

か
ら

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
．

状
況

判
断

．
　

効
果

の
実

感
．

既
存

セ
ン

サ
と

の
性

能
の

違
い

．
　

早
期

対
応

で
き

る
感

覚
の

転
換

．
　

可
視

化
さ

れ
た

情
報

．

1
0

セ
ン

サ
ー

マ
ッ

ト
を

使
用

し
て

い
て

転
倒

し
た

人
．

　
使

用
し

て
い

る
人

の
動

き
を

常
に

確
認

．
　

検
温

に
回

る
．

出
来

た
．

既
存

セ
ン

サ
を

使
用

し
た

過
去

の
失

敗
体

験
．

既
存

セ
ン

サ
と

の
比

較
．

　
業

務
内

容
の

変
化

．
遠

隔
で

の
患

者
確

認
．

可
視

化
．

　
効

果
の

実
感

．

性
能

の
違

い
（
原

因
）
．

転
倒

予
防

の
実

体
験

（
結

果
）
．

業
務

方
法

の
変

化
．

失
敗

経
験

（
既

存
セ

ン
サ

）
か

ら
の

学
習

．

1
1

今
ま

で
の

機
器

は
患

者
さ

ん
が

察
知

す
る

．
普

段
の

行
動

を
見

守
る

こ
と

が
出

来
る

か
ら

す
ご

い
と

思
う

．
療

養
生

活
に

即
し

た
行

動
が

出
来

る
か

ら
い

い
．

　
転

倒
予

防
．

変
な

行
動

を
し

な
い

か
ら

い
い

．

既
存

セ
ン

サ
．

　
患

者
側

か
ら

容
易

に
認

識
．

回
避

行
動

．
　

想
定

外
の

行
動

．
生

活
ス

タ
イ

ル
の

保
持

．
　

危
険

行
動

．

既
存

セ
ン

サ
の

デ
メ

リ
ッ

ト
．

　
危

険
行

動
の

誘
発

（
影

響
）
．

シ
ル

エ
ッ

ト
見

守
り

セ
ン

サ
の

メ
リ

ッ
ト

．
生

活
ス

タ
イ

ル
を

保
持

し
た

療
養

環
境

の
設

定
．

「
患

者
の

行
動

 -
 セ

ン
サ

機
能

」
関

係
．

機
器

の
使

用
対

象
者

に
対

す
る

選
定

要
件

の
「
過

去
 -

現
在

」
比

較
（
関

係
観

）
．

1
2

歩
き

始
め

る
前

に
訪

室
出

来
る

．
　

他
の

セ
ン

サ
類

は
、

す
で

に
立

っ
て

い
た

り
歩

き
始

め
て

い
た

り
す

る
．

早
期

対
応

．
　

転
倒

予
防

へ
の

対
応

．
対

応
方

法
の

変
化

（
結

果
）
．

遡
行

的
理

解
．

「
既

存
セ

ン
サ

 ‐
 対

象
」
（
不

安
定

的
関

係
）
．

1
3

最
近

.　
　

デ
イ

ホ
ー

ル
と

か
ト

イ
レ

.
印

象
と

し
て

は
減

っ
た

気
が

す
る

.
導

入
後

．
　

居
室

外
．

自
室

外
．

効
果

の
実

感
．

遡
行

的
理

解
（
時

系
列

的
視

点
）
．

　
認

識
の

変
化

．
転

倒
予

防
効

果
の

実
感

（
結

果
）
．

転
倒

の
頻

度
に

関
す

る
「
遡

行
的

理
解

」
．

1
4

（
以

前
の

セ
ン

サ
で

は
）
す

ぐ
部

屋
に

見
に

行
か

な
け

れ
ば

い
け

な
か

っ
た

．
　

結
局

安
全

な
場

合
も

あ
っ

た
．

行
く
行

か
な

い
の

判
断

が
つ

け
れ

て
．

画
面

で
見

れ
る

．
多

少
の

転
倒

予
防

の
軽

減
に

は
な

っ
て

い
る

．

既
存

セ
ン

サ
で

の
頻

回
な

訪
室

状
況

．
　

遠
隔

で
の

患
者

状
況

判
断

の
不

明
確

さ
．

　
視

覚
的

．
居

室
の

状
況

．
　

訪
室

の
判

断
．

ア
セ

ス
メ

ン
ト

．
　

転
倒

予
防

効
果

へ
の

実
感

．

業
務

の
変

化
（
結

果
）
．

認
識

の
変

化
．

療
養

状
況

に
対

す
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト

材
料

の
増

加
．

既
存

セ
ン

サ
で

の
状

況
判

断
の

不
明

確
さ

．
訪

室
の

判
断

や
療

養
状

況
に

対
す

る
ア

セ
ス

メ
ン

ト
材

料
の

増
加

．
　

転
倒

予
防

効
果

へ
の

実
感

．

1
5

（
セ

ン
サ

の
）
種

類
が

増
え

た
こ

と
に

よ
っ

て
分

か
り

に
く
く
な

っ
て

き
て

転
ぶ

前
に

行
け

る
こ

と
が

多
く
な

っ
て

良
い

．

セ
ン

サ
の

多
種

・
多

様
化

に
よ

る
、

患
者

側
か

ら
の

視
覚

的
認

知
の

困
難

性
の

向
上

．
転

倒
予

防
へ

の
効

果
．

感
知

率
の

向
上

.

既
存

セ
ン

サ
同

士
に

対
す

る
補

完
．

相
補

．
転

倒
予

防
効

果
の

実
感

（
結

果
）
．

通
知

．
感

知
率

の
向

上
.

セ
ン

サ
の

多
種

・
多

様
化

に
伴

う
、

既
存

セ
ン

サ
同

士
に

対
す

る
補

完
や

相
補

に
よ

る
転

倒
予

防
効

果
へ

の
実

感
．

1
6

欠
点

．
　

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

的
な

も
の

も
見

え
て

し
ま

う
．

デ
メ

リ
ッ

ト
．

　
配

慮
．

　
留

意
．

シ
ル

エ
ッ

ト
見

守
り

セ
ン

サ
の

デ
メ

リ
ッ

ト
．

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

配
慮

へ
の

懸
念

．
職

業
倫

理
的

ジ
レ

ン
マ

．

1
7

訪
室

回
数

が
減

っ
た

．
　

い
い

こ
と

か
は

わ
か

ら
な

い
．

私
た

ち
の

負
担

は
減

っ
て

い
る

．
対

応
方

法
の

変
化

．
患

者
対

応
に

対
す

る
変

化
．

　
判

断
し

か
ね

る
．

職
業

倫
理

的
ジ

レ
ン

マ
．

業
務

負
担

の
軽

減
．

職
業

倫
理

的
ジ

レ
ン

マ
．

訪
室

す
る

負
担

の
軽

減
．

1
8

頻
回

に
画

面
が

固
ま

る
．

機
器

の
不

調
が

改
善

さ
れ

れ
ば

よ
り

有
効

的
に

使
え

る
．

機
器

の
不

調
．

改
善

へ
の

期
待

．
機

器
の

不
調

改
善

（
条

件
）
と

し
て

の
効

果
的

使
用

へ
の

期
待

．
機

器
不

調
に

よ
る

意
図

し
な

い
挙

動
へ

の
対

応
困

難
感

．
改

善
へ

の
期

待
．

1
9

操
作

方
法

が
い

ま
い

ち
よ

く
わ

か
ら

な
い

．
取

り
付

け
方

が
よ

く
わ

か
ら

な
い

．
　

困
る

.
シ

ス
テ

ム
ト

ラ
ブ

ル
時

に
よ

る
操

作
方

法
の

困
難

感
．

設
置

方
法

の
困

難
感

．
意

図
し

な
い

挙
動

へ
の

対
応

困
難

感
．

設
置

・
設

定
方

法
の

認
識

不
足

（
原

因
）
．

シ
ス

テ
ム

ト
ラ

ブ
ル

に
よ

る
意

図
し

な
い

挙
動

へ
の

対
応

困
難

感
．

　
　

設
置

・
設

定
方

法
の

認
識

不
足

．

機
器

の
不

調
介

護
者

の
負

担
感

表
２

‐１
　

　
各

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

調
査

の
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
と

テ
ー

マ
・構

成
概

念
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
化

非
拘

束
な

関
わ

り

抑
制

か
ら

の
解

放

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

保
持

転
倒

予
防

対
策

職
業

倫
理

的
ジ

レ
ン

マ
職

業
倫

理
的

ジ
レ

ン
マ
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番 号
<
1
>
テ

ク
ス

ト
中

の
注

目
す

べ
き

語
句

<
2
>
テ

ク
ス

ト
中

の
語

句
の

言
い

か
え

<
3
>
左

を
説

明
す

る
よ

う
な

テ
ク

ス
ト

外
の

概
念

<
4
>
テ

ー
マ

・
構

成
概

念
（
前

後
や

全
体

の
文

脈
を

考
慮

し
て

）
サ

ブ
カ

テ
ゴ

リ
ー

カ
テ

ゴ
リ

ー

2
0

音
が

止
め

ら
れ

な
い

．
操

作
方

法
が

も
っ

と
簡

単
に

な
る

と
い

い
．

操
作

や
ト

ラ
ブ

ル
時

対
処

の
困

難
性

．
簡

易
な

操
作

方
法

へ
の

期
待

．
意

図
し

な
い

挙
動

へ
の

対
応

困
難

感
．

操
作

の
変

化
．

シ
ス

テ
ム

ト
ラ

ブ
ル

に
よ

る
意

図
し

な
い

挙
動

へ
の

対
応

困
難

感
．

　
簡

易
な

操
作

方
法

へ
の

期
待

．

2
1

操
作

が
出

来
ず

に
困

る
．

　
直

ら
な

い
．

訪
室

回
数

は
機

器
の

不
調

で
増

え
る

こ
と

も
あ

る
．

ト
ラ

ブ
ル

時
対

処
の

困
難

性
．

ト
ラ

ブ
ル

に
よ

る
業

務
の

増
加

．
意

図
し

な
い

挙
動

へ
の

対
応

困
難

感
．

機
器

の
不

調
に

伴
う

代
償

業
務

（
影

響
）
．

機
器

の
不

調
に

伴
う

訪
室

．
意

図
し

な
い

挙
動

へ
の

対
応

困
難

感
．

2
2

動
い

て
な

い
の

に
ア

ラ
ー

ム
が

鳴
り

っ
ぱ

な
し

．
　

機
器

の
不

調
．

何
で

鳴
り

っ
ぱ

な
し

っ
て

い
う

の
が

全
然

わ
か

ら
な

く
て

．
操

作
や

ト
ラ

ブ
ル

時
対

処
の

困
難

性
．

機
器

の
不

調
．

意
図

し
な

い
挙

動
へ

の
対

応
困

難
感

．
機

器
の

不
調

（
結

果
）
．

機
器

の
不

調
．

意
図

し
な

い
挙

動
へ

の
対

応
困

難
感

．

2
3

W
i－

F
iが

止
ま

っ
た

り
．

　
固

ま
っ

て
止

ま
っ

て
使

え
な

か
っ

た
．

監
視

カ
メ

ラ
モ

ー
ド

み
た

い
に

使
え

ば
使

え
る

.
機

器
の

不
調

．
ト

ラ
ブ

ル
．

　
操

作
の

困
難

感
．

他
の

使
用

方
法

　
映

像
確

認
に

限
局

し
た

使
用

法
意

図
し

な
い

挙
動

へ
の

対
応

困
難

感
．

機
器

の
不

調
（
結

果
）
．

　
代

替
対

応
策

.
機

器
の

不
調

．
　

シ
ス

テ
ム

ト
ラ

ブ
ル

に
よ

る
意

図
し

な
い

挙
動

へ
の

対
応

困
難

感
．

2
4

不
具

合
が

起
き

な
け

れ
ば

全
然

負
担

が
な

い
．

　
対

処
方

法
が

分
か

ら
な

い
．

　
ス

マ
ホ

操
作

自
体

は
不

便
性

は
感

じ
な

い
が

不
具

合
に

よ
り

負
担

は
感

じ
る

．

安
定

し
た

稼
働

状
況

下
．

　
端

末
機

器
．

負
担

感
が

な
い

．
　

ト
ラ

ブ
ル

時
対

処
の

困
難

性
．

安
定

稼
働

に
対

す
る

評
価

．
　

業
務

へ
の

間
接

的
影

響
．

意
図

し
な

い
挙

動
に

対
す

る
影

響
．

シ
ス

テ
ム

ト
ラ

ブ
ル

に
よ

る
意

図
し

な
い

挙
動

へ
の

対
応

困
難

感
．

　
安

定
稼

働
に

対
す

る
評

価
．

2
5

不
具

合
が

解
消

．
有

効
な

手
段

．
継

続
使

用
に

対
す

る
期

待
．

　
理

想
．

機
器

の
不

調
改

善
（
条

件
）
と

し
て

の
継

続
使

用
（
期

待
）
．

機
器

の
精

度
改

善
を

前
提

と
し

て
の

継
続

使
用

へ
の

期
待

．

2
6

見
守

り
の

画
像

が
映

ら
な

く
な

っ
て

結
局

見
れ

な
い

．
　

有
効

範
囲

が
ち

ょ
っ

と
限

定
さ

れ
て

し
ま

う
．

機
器

の
不

具
合

で
使

い
づ

ら
い

．
機

器
の

不
調

．
ト

ラ
ブ

ル
．

機
器

の
設

定
状

況
．

機
器

の
不

調
（
原

因
）
．

意
図

し
な

い
挙

動
へ

の
対

応
困

難
感

（
結

果
）
．

機
器

の
不

調
に

よ
る

意
図

し
な

い
挙

動
へ

の
対

応
困

難
感

．

2
7

鳴
ら

な
い

と
き

っ
て

の
が

す
ご

く
残

念
．

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
感

知
す

る
よ

う
に

な
れ

ば
い

い
．

失
報

．
感

知
精

度
の

向
上

．
　

　
聴

覚
的

シ
グ

ナ
ル

失
報

へ
の

懸
念

（
影

響
）
．

失
報

へ
の

懸
念

．
感

知
精

度
．

　
他

業
務

中
の

発
報

．
報

知
．

2
8

当
初

は
見

守
り

に
有

効
な

方
法

だ
な

と
思

っ
た

.
使

っ
て

い
る

う
ち

に
操

作
性

が
悪

く
な

っ
た

.
誤

報
と

か
が

最
近

お
お

く
な

っ
た

.
精

度
が

も
う

少
し

上
が

っ
て

く
れ

れ
ば

い
い

．

効
果

的
．

　
経

年
変

化
．

悪
化

．
不

確
実

性
．

　
機

器
の

感
知

精
度

改
善

へ
の

期
待

．
導

入
時

と
の

違
い

（
経

過
）
．

機
器

の
精

度
改

善
を

前
提

と
し

て
の

継
続

使
用

へ
の

必
要

性
．

2
9

セ
ン

サ
ー

の
反

応
を

も
っ

と
良

く
し

て
欲

し
い

．
セ

ン
サ

ー
自

体
は

あ
っ

た
ら

あ
っ

た
で

非
常

に
便

利
．

機
器

の
不

調
さ

え
改

善
さ

れ
れ

ば
よ

り
使

い
や

す
く
な

る
．

機
器

の
感

知
精

度
改

善
へ

の
期

待
．

　
継

続
使

用
へ

の
必

要
性

．
　

機
器

の
不

調
．

ト
ラ

ブ
ル

．
　

継
続

使
用

に
対

す
る

期
待

．
　

理
想

像
．

失
報

．
理

想
的

な
使

用
状

況
．

機
器

の
不

調
．

機
器

の
精

度
改

善
を

前
提

と
し

て
の

継
続

使
用

へ
の

必
要

性
．

期
待

．
理

想
的

な
使

用
状

況
．

3
0

セ
ン

サ
ー

の
精

度
が

ま
だ

信
頼

で
き

な
い

．
猜

疑
心

．
　

不
信

感
．

　
確

実
性

が
な

い
．

誤
報

・
失

報
に

対
す

る
懸

念
．

誤
報

．
失

報
．

　
「
セ

ン
サ

精
度

 -
 介

護
者

」
信

頼
関

係
．

3
1

誤
報

．
対

処
が

出
来

な
い

．
設

定
方

法
．

　
想

定
外

の
挙

動
．

操
作

に
対

す
る

困
難

感
．

　
対

応
困

難
．

理
想

的
な

使
用

状
況

（
期

待
）
．

意
図

し
な

い
挙

動
へ

の
対

応
困

難
感

（
結

果
）
．

誤
報

の
軽

減
．

理
想

的
な

設
定

要
件

の
提

案
．

3
2

誤
報

が
結

構
多

い
．

　
最

初
は

あ
ま

り
な

ら
な

か
っ

た
．

映
像

は
あ

っ
て

る
の

に
音

と
一

致
し

て
い

な
い

．
画

面
で

確
認

し
て

動
い

て
い

な
い

っ
て

い
る

の
は

わ
か

る
．

感
知

精
度

．
　

失
報

．
シ

ス
テ

ム
ト

ラ
ブ

ル
．

　
ト

ラ
ブ

ル
に

対
す

る
対

策
．

意
図

し
な

い
機

器
の

挙
動

．
　

　
視

覚
認

知
．

シ
ル

エ
ッ

ト
見

守
り

セ
ン

サ
の

不
確

実
性

．
誤

報
・
失

報
へ

の
対

応
困

難
感

．

3
3

iP
h
o
n
e
の

操
作

．
操

作
自

体
は

負
担

に
感

じ
な

い
．

端
末

の
操

作
．

　
使

用
．

　
容

易
な

操
作

．
介

護
者

側
の

操
作

状
況

．
介

護
者

側
の

負
担

感
．

　
複

雑
で

は
な

い
操

作
方

法
。

「
慣

れ
 ‐

 不
慣

れ
」
端

末
操

作
比

較
．

（
関

係
観

）

3
4

iP
h
o
n
e
の

操
作

．
出

来
る

．
端

末
．

可
能

．
　

慣
れ

た
動

作
．

端
末

の
操

作
．

　
習

慣
化

さ
れ

た
動

作
．

　
動

作
の

学
習

．
「
慣

れ
 ‐

 不
慣

れ
」
端

末
操

作
比

較
．

（
関

係
観

）

3
5

画
面

が
小

さ
い

．
年

寄
り

（
看

護
師

）
に

は
優

し
く
な

い
．

明
瞭

度
を

も
っ

と
分

か
り

や
す

く
し

て
ほ

し
い

．
操

作
が

分
か

り
に

く
い

部
分

も
あ

る
．

視
覚

的
認

知
に

対
す

る
負

担
．

　
ベ

テ
ラ

ン
看

護
師

．
苦

手
意

識
．

　
慣

れ
て

い
な

い
作

業
．

視
覚

的
認

知
の

負
担

軽
減

．
　

操
作

技
術

の
未

習
得

．
介

護
者

の
高

齢
化

．
　

不
得

意
．

視
覚

的
認

知
的

の
負

担
．

「
介

護
者

 -
 端

末
機

器
」
関

係
．

「
慣

れ
 ‐

 不
慣

れ
」
端

末
操

作
比

較
．

3
6

シ
ル

エ
ッ

ト
映

像
が

分
か

り
や

す
く
な

れ
ば

い
い

．
い

な
い

の
に

、
人

み
た

い
な

の
が

い
る

よ
う

に
見

え
る

時
が

あ
る

．
視

覚
的

認
知

の
簡

易
化

．
錯

視
．

誤
視

認
．

錯
視

経
験

に
伴

う
視

覚
的

認
知

の
簡

易
化

（
期

待
）
．

錯
視

経
験

に
伴

う
視

覚
的

認
知

．
簡

易
化

へ
の

期
待

．

3
7

音
楽

を
変

え
ら

れ
る

と
よ

い
．

目
で

見
な

く
て

も
耳

で
気

づ
く
よ

う
に

な
る

と
よ

り
い

い
．

追
加

機
能

の
期

待
．

認
知

方
法

の
変

更
．

搭
載

性
能

の
発

揮
不

良
．

　
期

待
．

視
覚

的
認

知
負

担
の

軽
減

．
視

覚
的

認
知

負
担

の
軽

減
．

　
機

器
の

性
能

へ
の

期
待

．
常

時
の

画
面

確
認

か
ら

の
解

放

3
8

使
用

す
る

こ
と

自
体

の
負

担
は

無
い

．
iP

h
o
n
e
の

操
作

自
体

は
分

か
り

に
く
い

．
使

用
感

．
負

担
感

．
　

端
末

機
器

の
操

作
．

　
困

難
．

操
作

技
術

の
未

習
得

．
　

介
護

者
側

の
負

担
感

．
「
慣

れ
 ‐

 不
慣

れ
」
端

末
操

作
比

較
．

（
関

係
観

）

3
9

簡
単

に
セ

ッ
テ

ィ
ン

グ
．

使
用

開
始

の
初

期
設

定
が

簡
単

に
な

る
と

い
い

．
容

易
な

設
置

・
配

置
．

　
簡

易
な

操
作

方
法

．
　

期
待

．
簡

易
な

設
置

・
設

定
方

法
へ

の
期

待
．

複
雑

な
設

置
・
設

定
．

4
0

取
り

付
け

と
か

配
線

が
苦

手
．

苦
手

意
識

　
設

置
方

法
の

困
難

感
．

看
護

師
が

設
置

す
る

．
設

置
・
設

定
方

法
の

認
識

不
足

（
原

因
）
．

不
得

意
（
原

因
）
．

設
置

・
設

定
方

法
の

認
識

不
足

．

4
1

音
楽

に
対

し
て

無
頓

着
に

な
っ

て
し

ま
う

．
ア

ラ
ー

ト
音

の
形

骸
化

．
粉

雑
．

既
存

セ
ン

サ
・
新

規
導

入
セ

ン
サ

の
混

在
に

よ
る

弊
害

（
影

響
）
．

既
存

セ
ン

サ
・
新

規
導

入
セ

ン
サ

の
混

在
に

よ
る

弊
害

．
ア

ラ
ー

ト
音

の
形

骸
化

．
粉

雑
．

4
2

セ
ン

サ
ー

の
量

自
体

が
増

え
て

し
ま

っ
て

た
く
さ

ん
鳴

っ
て

し
ま

う
．

危
機

感
が

減
っ

て
し

ま
う

．
紛

雑
．

　
危

険
に

対
す

る
認

識
の

低
下

．
粉

雑
し

た
使

用
状

況
下

に
よ

る
、

危
険

認
識

の
低

下
（
影

響
）
．

粉
雑

し
た

使
用

状
況

下
に

よ
る

、
危

険
認

識
の

低
下

．

介
護

者
の

負
担

感

誤
報

・
失

報

端
末

操
作

に
関

す
る

負
担

感

本
体

管
理

に
関

す
る

負
担

感

表
２

‐
２

　
　

各
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
調

査
の

コ
ー

デ
ィ

ン
グ

と
そ

の
テ

ー
マ

・
構

成
概

念
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
化
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番 号
<
1
>
テ

ク
ス

ト
中

の
注

目
す

べ
き

語
句

<
2
>
テ

ク
ス

ト
中

の
語

句
の

言
い

か
え

<
3
>
左

を
説

明
す

る
よ

う
な

テ
ク

ス
ト

外
の

概
念

<
4
>
テ

ー
マ

・
構

成
概

念
（
前

後
や

全
体

の
文

脈
を

考
慮

し
て

）
サ

ブ
カ

テ
ゴ

リ
ー

カ
テ

ゴ
リ

ー

4
3

無
駄

な
訪

室
．

　
夜

勤
．

非
効

率
的

な
業

務
．

シ
ル

エ
ッ

ト
見

守
り

セ
ン

サ
の

使
用

時
間

．
業

務
内

容
の

改
善

（
影

響
）
．

昼
夜

で
の

比
較

の
認

識
（
結

果
）
．

夜
勤

業
務

の
効

率
化

．

4
4

目
で

見
て

確
か

め
て

帰
っ

て
く
る

作
業

が
画

面
を

見
る

だ
け

に
な

っ
た

．
　

タ
イ

ム
ロ

ス
と

体
力

の
ロ

ス
が

な
く
な

っ
た

．
訪

室
で

の
目

視
確

認
．

　
時

間
の

損
失

．
時

間
的

制
約

．
身

体
的

負
担

．
　

業
務

負
担

．
業

務
内

容
の

変
化

（
結

果
）
．

　
作

業
時

間
の

変
化

（
影

響
）
．

介
護

者
の

身
体

的
負

担
の

軽
減

（
影

響
）
．

「
目

で
見

て
確

か
め

て
帰

っ
て

く
る

作
業

」
の

転
換

．
効

率
的

な
管

理
方

法
．

　
身

体
的

負
担

の
軽

減
．

4
5

訪
室

回
数

は
減

っ
た

．
便

利
に

な
っ

た
．

業
務

内
容

の
変

化
．

効
果

の
実

感
．

業
務

の
変

化
（
結

果
）
．

よ
り

有
効

的
な

対
応

の
タ

イ
ミ

ン
グ

．
有

効
的

な
訪

室
対

応
の

タ
イ

ミ
ン

グ
．

4
6

訪
室

回
数

が
減

っ
た

．
　

他
の

患
者

の
と

こ
ろ

に
行

け
る

．
他

の
こ

と
も

出
来

る
よ

う
に

な
っ

た
．

対
応

方
法

の
変

化
．

訪
室

状
況

や
業

務
の

変
化

．
　

多
重

業
務

．
業

務
内

容
の

変
化

（
結

果
）
．

業
務

の
効

率
化

．

4
7

柵
セ

ン
サ

ー
．

す
ぐ

に
行

っ
て

．
　

訪
室

回
数

が
減

っ
た

．
ナ

ー
ス

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
い

な
が

ら
状

況
が

分
か

る
．

既
存

セ
ン

サ
．

早
急

な
対

応
．

　
遠

隔
で

の
状

況
判

断
．

既
存

セ
ン

サ
と

の
比

較
．

　
不

要
な

訪
室

．
　

業
務

の
改

善
．

遡
行

的
理

解
（
時

系
列

的
視

点
）
　

性
能

の
違

い
（
原

因
）
．

業
務

内
容

の
変

化
（
結

果
）
．

効
果

的
な

訪
室

．
　

不
要

な
訪

室
回

数
の

減
少

．
「
訪

室
（
業

務
）
 -

 セ
ン

サ
」
関

係
観

．

4
8

ほ
か

の
セ

ン
サ

と
同

時
に

鳴
る

．
ど

ち
ら

を
優

先
す

る
か

の
判

断
材

料
に

な
る

．
同

時
に

対
応

を
強

い
ら

れ
る

．
　

既
存

セ
ン

サ
と

の
併

用
．

緊
急

度
合

．
　

訪
室

の
判

断
．

ア
セ

ス
メ

ン
ト

．
療

養
状

況
に

対
す

る
ア

セ
ス

メ
ン

ト
材

料
の

増
加

．
緊

急
度

合
の

判
断

．
訪

室
優

先
度

．

4
9

前
の

病
院

．
　

こ
う

い
う

機
械

．
　

ダ
イ

レ
ク

ト
．

他
施

設
．

　
シ

ル
エ

ッ
ト

見
守

り
セ

ン
サ

．
直

接
的

．
　

リ
ア

ル
タ

イ
ム

．
過

去
の

職
場

．
　

先
駆

的
機

器
．

リ
ア

ル
タ

イ
ム

な
認

識
方

法
．

　
使

用
感

．
先

駆
的

機
器

に
よ

る
行

動
把

握
方

法
の

転
換

．

5
0

タ
ッ

チ
セ

ン
サ

ー
．

　
大

ま
か

な
行

動
が

把
握

で
き

る
．

有
効

か
な

と
思

う
．

既
存

セ
ン

サ
．

　
見

守
り

．
状

況
判

断
．

　
効

果
的

．
既

存
セ

ン
サ

と
の

比
較

．
効

果
的

な
行

動
把

握
方

法
（
結

果
）

既
存

セ
ン

サ
と

の
性

能
の

違
い

．

5
1

ほ
か

の
セ

ン
サ

．
　

予
測

で
き

る
．

　
他

の
セ

ン
サ

だ
と

触
っ

た
だ

け
で

も
な

る
の

で
見

に
行

か
な

い
と

い
け

な
い

．
既

存
セ

ン
サ

と
の

比
較

．
　

既
存

セ
ン

サ
の

誤
報

．
療

養
状

況
の

可
視

化
　

不
要

な
業

務
．

　
ア

セ
ス

メ
ン

ト
．

対
応

方
法

の
変

化
（
結

果
）
．

療
養

状
況

に
対

す
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト

材
料

の
増

加
．

「
患

者
の

行
動

 -
 セ

ン
サ

機
能

」
関

係
．

5
2

従
来

の
セ

ン
サ

は
患

者
が

動
い

て
か

ら
反

応
す

る
．

　
見

て
い

れ
ば

動
く
そ

ぶ
り

が
分

か
る

．
　

対
応

が
早

く
で

き
る

の
が

す
ご

く
い

い
．

既
存

セ
ン

サ
の

機
能

．
　

早
期

対
応

．
シ

ル
エ

ッ
ト

見
守

り
セ

ン
サ

の
機

能
と

効
果

的
な

使
用

法
．

パ
ラ

ダ
イ

ム
シ

フ
ト

．
　

対
応

方
法

の
変

化
（
結

果
）
．

既
存

セ
ン

サ
と

の
性

能
の

違
い

（
原

因
）
．

効
果

的
な

使
用

法
の

実
感

．
早

期
対

応
で

き
る

感
覚

の
転

換
．

5
3

他
の

セ
ン

サ
に

比
べ

て
早

く
行

動
が

出
来

る
．

既
存

セ
ン

サ
と

の
比

較
．

　
早

期
対

応
．

性
能

の
違

い
（
原

因
）
．

　
対

応
方

法
の

変
化

（
結

果
）
．

既
存

セ
ン

サ
と

の
性

能
の

違
い

．
早

期
対

応
で

き
る

感
覚

の
転

換
．

5
4

画
面

を
確

認
し

な
が

ら
検

温
に

回
れ

る
．

離
れ

て
い

て
も

行
動

が
分

か
る

．
業

務
方

法
の

変
化

．
　

リ
モ

ー
ト

．
他

業
務

中
で

の
患

者
の

行
動

把
握

．

遠
隔

で
の

見
守

り
．

　
性

能
の

違
い

（
原

因
）
．

遠
隔

で
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

材
料

の
増

加
．

　
可

視
化

さ
れ

た
ア

セ
ス

メ
ン

ト
材

料
．

　
効

率
化

さ
れ

た
業

務
．

可
視

化
さ

れ
た

ア
セ

ス
メ

ン
ト

材
料

．
視

覚
的

意
義

．
　

視
覚

認
知

関
係

論
．

「
機

器
特

性
 -

 業
務

」
関

係
（
関

係
観

）

5
5

前
ま

で
は

、
訪

室
し

て
遠

く
か

ら
見

守
っ

て
い

た
の

が
無

く
な

っ
た

の
は

い
い

と
こ

ろ
．

　
不

具
合

が
あ

る
と

何
回

か
見

に
行

っ
ち

ゃ
う

か
ら

訪
室

回
数

と
し

て
は

さ
ほ

ど
変

わ
ら

な
い

．

遠
距

離
か

ら
の

見
守

り
が

減
少

．
既

存
セ

ン
サ

ー
と

の
比

較
．

　
訪

室
回

数
の

程
度

．
不

変
．

訪
室

内
容

の
変

化
（
結

果
）
．

　
訪

室
時

の
対

応
方

法
の

変
化

（
結

果
）
．

　
既

存
セ

ン
サ

と
の

認
識

の
変

化
（
結

果
）
や

性
能

の
違

い
（
原

因
）
．

　
機

器
の

不
調

に
伴

う
補

足
業

務
．

（
影

響
）

既
存

セ
ン

サ
と

の
認

識
の

変
化

や
性

能
の

違
い

に
よ

る
、

訪
室

内
容

や
対

応
方

法
の

変
化

．
機

器
の

不
調

に
伴

う
補

足
業

務
．

5
6

あ
ま

り
感

じ
な

い
．

効
果

が
な

い
．

変
化

が
な

い
．

業
務

へ
の

影
響

に
対

す
る

推
察

（
比

較
）
．

業
務

へ
の

影
響

に
対

す
る

推
察

．

5
7

す
ご

い
役

に
立

っ
て

い
る

と
思

う
．

　
前

ま
で

は
部

屋
ま

で
行

く
．

寝
返

り
か

と
か

わ
か

る
．

　
そ

う
い

う
患

者
が

複
数

い
る

．
シ

ル
エ

ッ
ト

を
使

う
事

例
の

ほ
う

が
多

く
な

っ
て

き
た

．

効
果

的
．

　
訪

室
．

　
既

存
セ

ン
サ

の
誤

報
．

同
様

の
症

例
．

　
機

器
使

用
に

対
す

る
対

象
患

者
．

効
果

の
実

感
（
結

果
）
．

　
性

能
の

違
い

（
原

因
）
．

転
倒

予
防

ツ
ー

ル
選

択
の

変
化

（
影

響
）
．

概
括

的
な

対
象

患
者

の
選

定
基

準
．

使
用

対
象

者
の

患
者

の
増

加
．

使
用

頻
度

5
8

脱
衣

な
ど

の
行

動
も

確
認

で
き

る
．

　
精

度
の

向
上

．
問

題
行

動
．

　
継

続
使

用
に

対
す

る
期

待
．

シ
ル

エ
ッ

ト
見

守
り

セ
ン

サ
の

メ
リ

ッ
ト

．
機

器
性

能
の

向
上

（
期

待
）
．

使
用

対
象

者
に

対
す

る
選

定
要

件
の

模
索

．
機

器
発

展
へ

の
期

待
．

5
9

不
穏

の
患

者
に

は
不

向
き

か
な

．
　

不
意

に
起

き
上

が
っ

て
柵

を
乗

り
越

え
て

し
ま

う
よ

う
な

患
者

に
は

向
い

て
い

る
．

機
器

の
使

用
対

象
者

に
対

す
る

選
定

要
件

．
覚

醒
の

タ
イ

ミ
ン

グ
が

予
測

で
き

な
い

．
使

用
対

象
条

件
（
推

定
・
推

考
）

概
括

的
な

選
定

基
準

．
機

器
の

使
用

対
象

者
に

対
す

る
選

定
要

件
．

6
0

ナ
ー

ス
コ

ー
ル

が
無

い
環

境
．

　
便

利
か

も
し

れ
な

い
．

居
室

外
．

　
思

想
．

欲
し

い
．

　
想

定
さ

れ
る

活
用

法
．

今
後

の
機

器
発

展
へ

の
展

望
（
期

待
）
．

導
入

（
発

展
的

期
待

）
．

先
駆

的
機

器
の

発
展

．
導

入
の

期
待

．

6
1

少
な

い
資

源
を

有
効

的
に

使
う

こ
と

が
出

来
る

．
今

は
ま

だ
信

用
性

が
な

い
．

効
果

的
な

活
用

．
　

機
器

の
効

率
的

な
選

択
使

用
．

信
頼

性
の

未
充

足
．

　
期

待
と

現
状

の
違

い
．

効
果

へ
の

期
待

と
現

状
の

性
能

に
対

す
る

ジ
レ

ン
マ

．
機

器
の

効
率

的
な

選
択

．
期

待
と

現
状

の
ジ

レ
ン

マ
．

6
2

患
者

別
で

音
楽

が
変

わ
れ

ば
い

い
．

患
者

の
行

動
に

合
わ

せ
た

設
定

．
見

な
く
て

も
分

か
る

．
　

聞
い

て
分

か
る

．
個

別
設

定
．

　
詳

細
設

定
．

聴
覚

的
認

知
．

　
判

断
．

　
機

器
性

能
の

向
上

（
期

待
）
．

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
（
深

層
学

習
）
．

聴
覚

認
知

へ
の

簡
易

化
へ

の
期

待
．

A
I．

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
（
深

層
学

習
）
．

6
3

先
々

．
　

　
こ

の
患

者
が

．
　

ど
う

い
う

動
き

を
と

り
そ

う
．

教
え

て
く
れ

る
．

　
楽

に
な

っ
て

い
い

．
将

来
．

　
個

別
的

な
予

測
．

行
動

の
予

測
．

　
介

護
負

担
軽

減
へ

の
期

待
．

機
器

発
展

へ
の

期
待

．
　

A
I（

人
工

知
能

）
．

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
（
深

層
学

習
）
．

介
護

ロ
ボ

ッ
ト

の
発

展
的

展
望

．

機
器

の
発

展
的

展
望

．
　

A
I（

人
工

知
能

）
．

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
（
深

層
学

習
）
．

介
護

負
担

軽
減

へ
の

期
待

．

使
用

対
象

者
の

選
定

状
況

使
用

対
象

条
件

想
定

さ
れ

る
発

展
的

活
用

法

発
展

的
展

望

A
I化

へ
の

期
待

効
率

化
さ

れ
た

訪
室

管
理

業
務

改
善

へ
の

影
響

可
視

化
さ

れ
た

ア
セ

ス
メ

ン
ト

材
料

か
ら

の
対

応
方

法
の

変
化

業
務

へ
の

影
響

表
２

‐３
　

　
各

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

調
査

の
コ

ー
デ

ィ
ン

グ
と

そ
の

テ
ー

マ
・構

成
概

念
の

カ
テ

ゴ
リ

ー
化
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の状態に応じてセンサーの種類を変更する必要があり

熟練が必要であることを報告している。また、朝倉ら 8）

も、転倒転落事例とその予防対策として活用される離

床センサーについての使用状況に関する聞き取り調査

により、転倒転落事例の背後要因には、電源の入れ忘れ、

センサーの選択ミス、装着間違いなどがあり、安全を考

慮した医療機器等の正しい選択と使用方法については、

現場の教育と継続的な指導が重要であり、離床センサ

ーの適正な使用や選定に対する複雑さがあることを報

告している。小野寺 9）も、離床センサーを安全に解除

するための取り組みにおいて、センサーの感度によっ

ては寝返りなどの転倒につながらない体動でも作動し

てしまい、看護師が訪室することで拘束感やストレス

を感じる患者もいたことを報告している。このような

状況が、シルエット見守りセンサ導入によって、看護師

はこの機器 1 台のみの配置で患者対応できるようにな

ったと感じており、既存センサーを複数台設置するよ

うな「がんじがらめ」の離床センサーの使用をしなくて

済んだり、患者側の視点からも自由に過ごしてもらう

ことが出来るようになっているのではないかと抑制し

ない医療を提供できるようになったと感じるようにな

り、看護師のセンサーに対する意識変容が起きていた。

このことは、「介護者–患者」双方が感じていた身体抑制

からの解放に加え精神的抑制からも解放されているこ

とにも繋がっているのではないかと推察される。また、

端末画像による患者の行動確認では、起きてくる予兆

が見られるなど明確なアセスメント要因により行動の

予測がつきやすく、非拘束かつ患者へ負担をかけるこ

となく患者のライフスタイルを優先した関わりが出来

ると感じている。鈴木ら 10）は、転倒の要因として高齢

者の場合は排泄に関係した転倒が多く、特に歩行障害

や認知機能の低下のある高齢者には、適切な排泄ケア

が必要であることや、後期高齢者および認知症などを

併発している高齢者に対しては、排泄誘導や排泄介助

に関する適切なケアが転倒予防につながることを報告

している。医療現場においては、入院患者の安全を確保

するために、看護師は多角的な方法で転倒予防対策を

実践している 3）が、転倒や転落事故は患者の主体的な

行動に伴って発生する場合もあり、事前の予測が困難

な場合が多く、病院における転倒予防に関しては、有効

な対策や方法が解明されてはおらず、転倒リスクマネ

ジメントがその主流であり、看護師の地道な取り組み

が必要 10）とされていた状況が、介護ロボットの機能の

はみ出し・起き上がり・離床等の自動検知・通知によっ

て、多様化された患者のライフスタイルにおいてでも

タイミングを計ったケアが行えるようになり、新たな

転倒予防マネジメントの幕開けともいえるのではない

か。そしてそのような適正な介護介入ができるように

なったと感じることも双方が感じる精神的抑制からの

解放への一助であると推考される。 

業務の改善効果に関しては、既存センサー使用時に

は患者の状況を遠隔で判断することに対し不明確さが

あったため、状況を確認するために頻回に訪室し安全

確認を行う必要があった。また訪室しても、結果として

安全な場面であったり、誤報により不要な訪室と判断

される場面もあるなど、安全確認のための業務が業務

全体を圧迫している状態がみられた。しかし、導入後は

居室・療養状況が視覚的に確認でき、訪室の判断やアセ

スメントが端末画面の情報で行えるようになり、「訪室

（業務）-センサー」関係観において、「頻回な居室訪問

による状況確認作業」から「遠隔での状況確認作業」へ

転換されたことにより業務が効率化され、業務負担の

軽減感に繋がったことが推察される。訪室回数の減少

に関しては、訪室回数そのものが減少したということ

が果たして看護師にとって良いことなのかが判断が難

しいと職業倫理的ジレンマを抱えているスタッフも少

なからずいるもの、頻回な訪室は「訪室頻度-患者反応」

関係において、前述した小野寺 9）の報告にあったよう

に、訪室の頻度が増えると患者にとっても迷惑や過干

渉とも受け取られる状況があるため、このジレンマは

新規機器導入に伴うマインドギャップであり新たな患

者対応方法へ順応していく過渡期に生じているもので

あると推察される。 

使用対象者の選定要件としては、覚醒のタイミング

が予測できず不意に起き上がって柵を乗り越えてしま

うような行動を起こしかねない場合や既存センサーの
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使用では回避行動をとるなど危険行動を誘発させかね

ない状態にある場合、脱衣などの問題行動に対し早期

対応する必要がある場合が列挙される。そして非該当

と考えられている患者の状態としては、起きたり寝た

りを繰り返すような極めて不穏症状のある患者などで

は、センサーが絶えず反応してしまうことによりアラ

ートが形骸化してしまうため適していないのではない

かとの概括的な選定要件が推考される。 

この様な高評価が得られた状況から、導入 1 年半後

にはいずれの項目においても満足感が低下していた。

特に、操作性の満足と訪室回数の軽減感が有意に低下

していた。これは、機器が安定稼働状態であれば不便性

や負担は感じていなかった状況が、端末画面がフリー

ズするといった機器の不調が発生したことにより補足

業務が生じたことや、それに伴う誤報・失報など確実性

がない状況が把握されるようになったことにより、結

果として訪室回数自体は変わっておらず、業務の改善

効果が感じられなくなってしまっていたことが推察さ

れる。シルエット見守りセンサ導入当初と比較して、経

年変化により誤報や操作性の低下を感じるようになっ

ていた。しかし、不具合が解消される状況であれば、見

守り機器として有効な手段であるため、継続使用希望

の項目点数の高評価からも分かるよう機器の精度改善

を前提としての継続使用への期待がある。機器の不調

さえ改善されればより使いやすくなると評価されてお

り、現状での機器の感知精度や Wi-Fi 受信等の無線通

信環境改善への期待、錯視経験（シルエット画面）を伴

った経験から視覚的認知の簡易化や、操作方法の簡易

化への展望があり、機器の精度改善を前提としての継

続使用が期待されている。尚、2018 年 11 月に Wi-Fi

受信等の無線通信環境設定に対し修正が行われたこと

により、機器の不調は改善され現在は安定稼働してい

る。 

そして、先駆的機器に対する発展的展望として、療養

環境以外の場所、いわゆるナースコールがなくスタッ

フを呼びたくても呼ぶことが出来ない場所に対しても

同様の見守り機器の開発や導入、各患者に対する詳細

な個別設定やディープラーニングによる「この患者が

起きそうなのか、どういう動きをとりそうなのか教え

てくれる」といった一歩先の動きを予測する AI 化によ

る患者管理への期待も込められていることが示唆され

ている。 

 

Ⅵ まとめ 

今回新たに導入したシルエット見守りセンサがロボ

ット技術で見守りを代替することにより、人員補完の

役割による時間的制約の緩和、効率的な安全確認、既存

センサーの設置によって発生していた危険行動やすり

抜け行為等による不確実性の減少による業務の効率化、

患者を拘束しないケアによる患者・看護師双方が感じ

ていたストレスからの解放などが介護者の業務負担軽

減の一助となっていると推察される。今後は、Wi-Fi（通

信ネットワーク）の問題に伴う通信断・失報が解消され

れば、今以上に介護負担の軽減や業務改善の効果が期

待される。そして、現在センサー内に蓄積されているデ

ータをディープラーニングによって分析することで、

介護ロボットと協働する新しい看護ケアの時代が近づ

いてきていることを、ごく近い将来像として実感して

きていると推察される。 

なお、本研究の限界として当施設のみでの調査であ

り外的妥当性に乏しいことが挙げられる。また、機器の

不調により、本来の性能を評価しきれていない点が挙

げられる。2018 年 11 月に Wi-Fi 受信等の無線通信環

境設定に対する改善が行われた。それにより現在は安

定稼働している状態となり、機器の不調は改善された。

そのため、今後の課題としては機器の安定稼働状態で

の再評価が必要であると考えられる。 
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